
中ち
ゅ
う

央お
う

区く

の
な
り
た
ち

江え

戸ど

十
じっ

軒
けん

店
だな

のひな市
いち

のにぎわい
3月
がつ

と5月
がつ

の節
せっ

句
く

の短
みじか

い間
あいだ

、通
とお

り
に建

た

てた仮
かり

の小
こ

屋
や

で人
にん

形
ぎょう

を売
う

る
ひな市

いち

には、多
おお

くの人
ひと

が集
あつ

まった。
十
じっ

軒
けん

店
だな

の名
な

は、江
え

戸
ど

のはじめに
町
まち

ができたころ、家
いえ

が10軒
けん

あっ
たことからついたとされる。

さまざまな仕
し

事
ごと

100万
まん

人
にん

以
い

上
じょう

の人
ひと

が住
す

んでいた大
だい

都
と

市
し

・江
え

戸
ど

では、
いろいろな職

しょく

業
ぎょう

が生
う

まれていた。
とくに、物

もの

を売
う

る人
ひと

や店
みせ

で、町
まち

はにぎわっていた。

＜物
もの

売
う

りと職
しょく

人
にん

＞
大
だい

都
と

市
し

には、仕
し

事
ごと

を求
もと

めて地
ち

方
ほう

からやっ
てくる人

ひと

が多
おお

かった。そのため、江
え

戸
ど

に
は比

ひ

較
かく

的
てき

だれにでもはじめやすい、物
もの

売
う

りが多
おお

かった。また、人
ひと

々
びと

の身
み

の回
まわ

りの
ものをつくる職

しょく

人
にん

も、数
かず

多
おお

く住
す

んでいた。

大
おお

通
どお

りで働
はたら

く人
ひと

々
びと

江
え

戸
ど

の物
もの

売
う

りは、品
しな

物
もの

を肩
かた

に担
かつ

いで歩
ある

く「棒
ぼ

手
て

振
ふ

り」と、場
ば

所
しょ

を決
き

めて商
しょう

売
ばい

をする「立
た

ち売
う

り」
とがあった。大

おお

通
どお

りには大
おお

きな商
しょう

店
てん

も建
た

ち並
なら

び、
通
とお

りではさまざまな品
しな

物
もの

が売
う

られていた。

わぁー。
いろいろな人が
いるよ。

あっちが

見
み
たい！

きれい

だねえ。

肩
かた

に棒
ぼう

を
担
かつ

いでいる人
ひと

が
物
もの

売
う

りだよ。

なにを売
う

って
いるか、わかる？

野
や

菜
さい

の立
た

ち売
う

り

どれどれ、

2つください。

今
きょう
日もたくさん

売
う
れますように。

今
きょう
日も1日

にち

がんばろう！

かごに

乗
の
るのは

ちょっと

ぜいたく。

リサイクルは

だいじ！

もちの立
た

ち売
う

り
もちを売

う

っている。 古
ふる

着
ぎ

売
う

り
古
ふる

着
ぎ

屋
や

さん。江
え

戸
ど

の町
ちょう

人
にん

は古
ふる

着
ぎ

を売
う

り買
か

いす
ることが多

おお

かった。

日
に

本
ほん

橋
ばし

より北
きた

側
がわ

の大
おお

通
どお

りにぎわい（室
むろ

町
まち

一
いっ

丁
ちょう

目
め

付
ふ

近
きん

）
通
とおり

町
ちょう

筋
すじ

（現
げん

・中
ちゅう

央
おう

通
どお

り）のようすをくわしくえがいた≪熈
き

代
だい

勝
しょう

覧
らん

≫
絵
え

巻
まき

（部
ぶ

分
ぶん

）。ドイツのベルリン東
とう

洋
よう

美
び

術
じゅつ

館
かん

（現
げん

・ベルリン国
こく

立
りつ

アジ
ア美

び

術
じゅつ

館
かん

）で発
はっ

見
けん

された。1805（文
ぶん

化
か

2）年
ねん

ころの作
さく

品
ひん

。

傘
かさ

張
は

り職
しょく

人
にん

傘
かさ

は竹
たけ

でつくった骨
ほね

に紙
かみ

を張
は

り、その
上
うえ

に油
あぶら

を塗
ぬ

った。

びいどろふき職
しょく

人
にん

「びいどろ」とはガラスのこと。熱
ねっ

し
たガラスをふいて形

かたち

をつくった。

ざる職
しょく

人
にん

ざるは竹
たけ

で編
あ

んでつくった。

塗
ぬ

師
し

うるし塗
ぬ

り細
ざい

工
く

をつくった。

版
はん

木
ぎ

職
しょく

人
にん

浮
うき

世
よ

絵
え

などを印
いん

刷
さつ

する
ための版

はん

木
ぎ

をつくった。

足
た

袋
び

職
しょく

人
にん

足
た

袋
び

が木
も

綿
めん

でつくられるようになったのは、
江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

から。それまでは革
かわ

製
せい

だった。

甲
かっ

冑
ちゅう

職
しょく

人
にん

よろいやかぶとをつくる。江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

は戦
いくさ

がなかったので、
つくったものは、かざりもの
にすることが多

おお

かった。

からくり人
にん

形
ぎょう

職
しょく

人
にん

からくり人
にん

形
ぎょう

は、歯
は

車
ぐるま

と
ぜんまいで動

うご

く人
にん

形
ぎょう

。

扇
せん

子
す

職
しょく

人
にん

冷
れい

房
ぼう

がなかったので、う
ちわや扇

せん

子
す

は必
ひつ

需
じゅ

品
ひん

。女
じょ

性
せい

の職
しょく

人
にん

も多
おお

かった。

こいのぼり職
しょく

人
にん

大
おお

きなこいのぼりは、
約
やく

6mもあった。

青
あお

菜
な

売
う

り
大
だい

根
こん

やイモだけを売
う

る
野
や

菜
さい

売
う

りもいた。

紙
かみ

くず拾
ひろ

い
古
こ

紙
し

を買
か

ったり拾
ひろ

ったりして、再
さい

生
せい

紙
し

にする。

かごかき
人
ひと

を乗
の

せたかごを「えっさ、ほいさ」
と運

はこ

ぶ人
ひと

。

金
きん

山
ざん

寺
じ

みそ売
う

り
江
え

戸
ど

では江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の中
なか

こ
ろから人

にん

気
き

が出
で

た。

 ひな市
いち

は江
え

戸
ど

だけのもので、上
かみ

方
がた

（関
かん

西
さい

）にはひな市
いち

は立
た

たなかった。

今
いま

でも残
のこ

っている
仕
し

事
ごと

があるよ。
230～233ページ
を見

み

てね。

からくり人
にん

形
ぎょう

は
お茶

ちゃ

を運
はこ

んで
くれたり
するんだよ。

日
にち

常
じょう

で使
つか

うものは、
全
ぜん

部
ぶ

手
て

づくり
だったんだね。

職
しょく

人
にん

たちはなんでも手
て

づくり
徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

は、地
ち

方
ほう

の小
ちい

さな漁
ぎょ

村
そん

だった江
え

戸
ど

に町
まち

をつくるため、大
だい

工
く

や、武
ぶ

士
し

の生
せい

活
かつ

の道
どう

具
ぐ

をつくる職
しょく

人
にん

たちを連
つ

れてきた。そのため、江
え

戸
ど

には職
しょく

人
にん

が多
おお

かった。同
おな

じ仕
し

事
ごと

の職
しょく

人
にん

たちは集
あつ

まって住
す

んだので、元
もと

大
だい

工
く

町
ちょう

（→p.151）や
畳
たたみ

町
ちょう

（→p.177）など、その土
と

地
ち

には職
しょく

業
ぎょう

を表
あらわ

す町
ちょう

名
めい

がついた。（→p.144～）

けんかをしている。

魚
さかな

を買
か

って帰
かえ

る人
ひと

青
あお

菜
な

売
う

り

小
こ

間
ま

物
もの

屋
や
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